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就
任
就
任
の
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
の
議
員
改
選
に
伴
い
、
議
会
議
長

に
選
任
賜
り
、
限
り
な
く
光
栄
に
感
じ
ま
す
と

共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

活
力
あ
る
、
ま
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
村
民
皆
様
の
願
い
と
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
そ
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
円
滑
な

議
会
運
営
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

喜島　孝行（73 歳）

第 ３ ３ 代  議 長第 ３ ３ 代  議 長

キジマ　タカユキ

任
期
満
了
に
伴
い
宇
検
村
議
会
議
員
の
改
選
が
あ
り
、
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
９
月
17
日
に
初
議
会
（
臨
時
会
）
が
開
催
さ
れ
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
員
任
期
は
、
令
和
６
年
９
月
14
日
か
ら
令
和
10
年
９
月
13
日
ま
で
で
す
。

5 回 ・ 湯湾 ・ 総務文教常任委員

趣味 ： カラオケ

　

議 会 構 成  決 定議 会 構 成  決 定 ‼‼ 　　ヒゴ ミツヒロ

肥後 充浩　 （69 歳）

３回・湯湾・建設経済常任委員

趣味：スポーツ観戦

～　総務文教常任委員会　～ ～　建設経済常任委員会　～

ジュヤマ シンタロウ

壽山 新太郎　（48 歳）

２回・芦検　

趣味：釣り

クラモト トミオ

倉本 富夫　（46 歳）

２回・名柄　

趣味：ゲーム

ヨシナガ ツネアキ

吉永 常明　（70 歳）

５回・屋鈍　

趣味：釣り

ウナバラ タカヤ

海原 隆家　（68 歳）

３回・田検　

趣味：家庭菜園

スギウラ ハルトシ

杉浦 治俊　（73 歳）

４回・湯湾　

趣味：スポーツ観戦

カワカミ マリ

川上 真理　（58 歳）

１回・名柄　

趣味：家庭菜園

副議長

※年齢は 11 月末時点※年齢は 11 月末時点

◎委員長 ◎委員長

副委員長 副委員長

委員 委員



○ 

定
員
（
26
名
）
の
範
囲
内
で
、ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

○ 

受
付
票
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
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４ P

令和 6 年第 3 回定例会

一 般 質 問一 般 質 問
一般質問？

えーっと．．．。

一 般 質 問
議員が、村長や執行部に行政の執行
状況、課題、今後の方針などを質問
する場であり、住民の声を届ける重
要な機会です。質問のみならず、意
見を伝えることもできます。

吉永 常明（ ﾖｼﾅｶﾞﾂﾈｱｷ）　議員吉永 常明（ ﾖｼﾅｶﾞﾂﾈｱｷ）　議員

台台風 13 号による

　　　　
被害状況は

水水道料金事務処理問題を

　　
踏まえた当局の対応は

壽山 新太郎（ ｼﾞｭﾔﾏｼﾝﾀﾛｳ）　議員壽山 新太郎（ ｼﾞｭﾔﾏｼﾝﾀﾛｳ）　議員

５ P

倉本 富夫 （ クラモトﾄﾐｵ）　議員倉本 富夫 （ クラモトﾄﾐｵ）　議員

川上 真理（ カワカミマリ）　議員川上 真理（ カワカミマリ）　議員

肥後 充浩（ ヒゴミツヒロ）　議員肥後 充浩（ ヒゴミツヒロ）　議員

海原 隆家（ ウナバラタカヤ）　議員海原 隆家（ ウナバラタカヤ）　議員

教教員住宅の

　　　
使用状況は

枝枝手久島への
　メヒルギ植栽事業は
　　　　　　　見直しを

携携帯電話

　　
送受信施設は

昨昨年度の災害復旧工事の

　　　　　　進捗状況は

６ P

７ P

８ P

９ P

議
会
は
、
村
の
予
算
や
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
大
切
な
場
で
す
。

10 月 1 日（火）～ 10 月 2 日（水）
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工
区
に
分
け
て
９
１
５
m
を
発
注
済
み
。

村
道
宇
検
船
越
線
は
今
月
か
ら
12
月
ま
で

4
工
区
に
分
け
て
発
注
予
定
で
あ
る
。

（
吉
永
）
県
道
屋
鈍
曽
津
高
崎
線
、
佐
念

か
ら
タ
エ
ン
浜
間
の
道
路
脇
の
街
路
樹
伐

採
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
道
路
維
持
補
修
管
理
業
務
委
託

で
伐
採
し
て
い
る
。

（
吉
永
）
台
風
13
号
の
影
響
に
よ
り
豊
年

祭
が
中
止
と
な
っ
た
4
集
落
に
つ
い
て
、

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
村
長
）
集
落
運
営
に
ど
れ
だ
け
影
響
す

る
か
話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

（
吉
永
）
現
行
の
保
険
証
が
12
月
か
ら
マ

イ
ナ
保
険
証
に
移
行
予
定
で
あ
る
が
、
本

村
の
普
及
率
と
対
応
を
伺
う
。

（
村
長
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
発
行

者
や
保
険
証
と
未
連
携
の
方
に
は
、
資
格

確
認
証
を
発
行
す
る
予
定
。
普
及
率
は
令

和
6
年
8
月
末
で
92
．
０
％
で
あ
る
。

（
吉
永
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
方
は
12
月
ま
で
に
保
険
証
に
な
る

の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
か
戸
惑
っ

た
と
思
う
。
次
回
は
警
戒
レ
ベ
ル
と
避
難

行
動
の
内
容
を
機
会
あ
る
ご
と
に
周
知
す

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
吉
永
）
家
屋
被
害
に
対
し
て
の
見
舞
金

制
度
は
あ
る
か
。

（
総
務
課
）
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
る
。
村
か
ら
は
半
壊
以
上

の
家
屋
も
規
定
に
よ
り
見
舞
金
の
対
象
と

な
る
。

（
吉
永
）
県
道
名
瀬
瀬
戸
内
線
名
柄
久
慈

間
、
村
道
湯
湾
大
棚
線
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
名
柄
久
慈
線
に
つ
い
て
は
、

4
ヶ
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
終
え
、
観

測
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
地
滑
り
に
よ

る
変
状
が
確
認
さ
れ
次
第
、
災
害
復
旧
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。
村
道
湯
湾
大
棚
線

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と
復
旧
工
法

の
事
前
協
議
を
実
施
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。

（
吉
永
）
村
道
宇
検
船
越
線
、
屋
鈍
曽
津

高
崎
線
の
発
注
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
村
道
曽
津
高
崎
線
は
9
月
に
4

（
吉
永
）台
風
13
号
に
よ
る
家
屋
、農
作
物
、

道
路
等
の
被
害
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

（
村
長
）
家
屋
は
16
戸
に
被
害
が
あ
り
、

内
訳
は
住
家
が
12
戸
、
非
住
家
が
4
戸
、

損
壊
状
況
は
半
壊
１
戸
、
一
部
破
損
が
15

戸
。
農
作
物
の
被
害
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
倒

れ
や
柑
橘
類
の
倒
木
が
見
ら
れ
た
が
数
量

に
大
き
く
影
響
す
る
被
害
は
な
い
。
道
路

等
は
県
道
湯
湾
新
村
線
で
が
け
崩
れ
2

件
、
部
連
須
古
線
、
石
良
油
井
線
で
が
け

崩
れ
が
あ
り
、
現
在
は
通
行
可
能
。

（
吉
永
）
7
月
に
実
施
さ
れ
た
防
災
訓
練

の
放
送
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
警
戒
発
表
か
ら
注
意
喚
起
放
送
、

高
齢
者
等
避
難
、
避
難
指
示
、
避
難
指
示

解
除
ま
で
約
30
分
の
間
に
行
っ
た
が
、
ど 吉永 常明  議員

手
続
き
を
す
る
の
か
。

（
保
福
課
）
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
住
民
税
務
課
の
窓
口

で
設
定
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
る
。

（
吉
永
）
住
民
へ
の
告
知
は
。

（
保
福
課
）
7
月
末
の
保
険
証
切
り
替
え

時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
制
度
説

明
を
し
て
い
る
。

（
吉
永
）
村
内
小
中
学
校
の
運
動
会
が
去

年
よ
り
午
前
中
開
催
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

（
教
育
長
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

以
降
、
新
し
い
生
活
様
式
が
推
奨
さ
れ
、

ま
た
、
熱
中
症
等
の
安
全
面
を
考
慮
し
た

こ
と
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
先
生
達
の

負
担
軽
減
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（
吉
永
）
子
ど
も
た
ち
中
心
の
運
動
会

で
あ
る
が
、
地
域
と
の
繋
が
り
が
離
れ

て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
。
地
域
等
の

意
見
も
聞
い
て
判
断
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。

（
教
育
長
）
今
回
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
話

し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
。

道
路
交
通

道
路
交
通

台
風
台
風
1313
号
に
よ
る
被
害
状
況
は

号
に
よ
る
被
害
状
況
は

助
成
金
に
つ
い
て

助
成
金
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

学
校
の
運
動
会

学
校
の
運
動
会

／
家
屋

／
家
屋
1616
戸
に
被
害

戸
に
被
害

ﾖｼﾅｶﾞ ﾂﾈｱｷ
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救
急
業
務
や
そ
の
他
業
務
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

（
総
務
課
）
発
電
機
の
老
朽
化
で
長
時
間

の
停
電
に
対
し
、
負
荷
が
か
か
り
影
響
が

出
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。今
後
は
、

元
気
の
出
る
館
全
体
で
発
電
機
対
策
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

（
壽
山
）
防
災
の
営
農
対
策
に
つ
い
て
、

各
集
落
の
水
源
地
を
一
本
化
で
き
る
よ
う

中
山
間
総
合
事
業
で
計
画
す
る
と
あ
っ
た

が
、
現
在
の
検
討
結
果
、
進
捗
状
況
を
伺

う
。

（
村
長
）
水
源
地
を
一
本
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
家
や
水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動
に

よ
る
管
理
を
簡
素
化
で
き
る
よ
う
、
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
壽
山
）
芦
検
集
落
の
各
水
源
地
に
つ
い

て
は
、
大
雨
が
降
る
た
び
に
、
土
砂
撤
去

等
の
作
業
が
発
生
し
、
農
作
業
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
水
源

地
の
一
本
化
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

（
要
望
）

て
い
る
。

（
壽
山
）
体
制
整
備
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機

能
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
、
今
後
の

対
策
・
対
応
は
。

（
村
長
）
こ
の
案
件
も
含
め
、
庁
舎
内
で

し
っ
か
り
対
策
・
対
応
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
く
。

（
壽
山
）
一
部
の
農
家
の
方
か
ら
、
役
場

職
員
が
被
害
調
査
に
来
な
い
と
の
苦
情
が

あ
る
が
、
村
内
農
家
の
実
態
把
握
は
し
て

い
る
の
か
。

（
産
振
課
）
現
在
、
地
域
計
画
を
作
成
中

で
あ
り
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
て
実
態

把
握
に
努
め
て
い
く
。

（
壽
山
）
村
道
湯
湾
大
棚
線
の
崩
土
に
よ

る
、
湯
湾
鯨
戸
地
区
の
住
民
の
方
々
へ
の

対
策
強
化
・
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
総
務
課
）
と
に
か
く
避
難
の
呼
び
か
け

を
徹
底
し
て
い
る
。
防
災
無
線
等
の
他
、

直
接
避
難
を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
対
応
を

強
化
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
宇
検
消
防
分
駐
所
の
発
電
機
は

容
量
が
小
さ
く
、
停
電
が
長
期
化
す
る
と

（
壽
山
）
村
民
の
方
か
ら
の
相
談
で
、
水

道
料
金
の
過
剰
請
求
が
送
付
さ
れ
て
き
た

と
の
事
で
あ
る
が
、
事
実
か
伺
う
。

（
村
長
）
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

検
針
デ
ー
タ
の
入
力
ミ
ス
や
確
認
不
足
等

に
よ
り
過
剰
に
請
求
し
た
事
例
が
あ
っ

た
。

（
壽
山
）
過
去
に
も
そ
う
い
っ
た
過
剰
請

求
の
話
を
村
民
か
ら
聞
い
て
い
る
が
、
担

当
課
の
事
務
処
理
等
に
問
題
は
な
い
の

か
。

（
村
長
）
今
後
は
、
検
針
デ
ー
タ
入
力
時

や
、
納
付
書
印
刷
時
の
二
重
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
徹
底
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
と
ん
で
も
な
い
額
の
水
道
料
金

だ
が
、
会
計
上
問
題
は
な
い
の
か
。

（
建
設
課
）
問
題
が
あ
る
も
の
と
認
識
し 壽山 新太郎  議員

（
壽
山
）
今
後
、
高
齢
化
率
が
50
％
を
超

え
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
高
齢
者
の

免
許
返
納
者
の
増
加
に
よ
り
、電
動
車（
シ

ニ
ア
カ
ー
）
の
普
及
も
増
え
て
く
る
と
予

測
さ
れ
る
が
、村
と
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

（
保
福
課
）
今
後
は
、
車
椅
子
や
シ
ニ
ア

カ
ー
等
の
利
用
者
が
か
な
り
増
え
て
く
る

こ
と
か
ら
、
現
在
作
成
中
の
地
域
福
祉
計

画
の
中
で
も
議
論
を
深
め
、
課
題
と
し
て

協
議
し
て
い
く
。

被
害
調
査
の
対
応
強
化
を

被
害
調
査
の
対
応
強
化
を
!!!!

水
道
料
金
事
務
処
理
問
題
を

水
道
料
金
事
務
処
理
問
題
を

　
　

踏
ま
え
た
当
局
の
対
応
は

　
　

踏
ま
え
た
当
局
の
対
応
は

高
齢
者
・
介
護
者
の
福
祉
支
援
強
化
を

高
齢
者
・
介
護
者
の
福
祉
支
援
強
化
を

／
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
徹
底
し
て
い
く

／
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
徹
底
し
て
い
くｼﾞｭﾔﾏ ｼﾝﾀﾛｳ

【写真】芦検集落・板子久地区
　　　  水源地の土砂撤去作業
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納
開
発
に
よ
る
バ
ー
ク
生
産
と
原
木
の
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

（
倉
本
）
バ
ー
ク
の
生
産
状
況
は
。

（
産
振
課
）
公
社
が
購
入
し
て
い
る
バ
ー

ク
木
く
ず
量
は
６
年
度
８
月
末
時
点
で
丸

平
産
業
２
１
４
ｔ
、奄
美
新
興
産
業
70
ｔ
、

皛
納
開
発
15
ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

（
倉
本
）
皛
納
開
発
は
月
60
ｔ
の
契
約
を

し
た
と
思
う
が
。

（
産
振
課
）
令
和
４
年
、
５
年
度
の
当
初

で
は
月
60
ｔ
を
お
願
い
し
て
い
た
。
生
産

さ
れ
る
月
が
な
い
た
め
、
今
年
３
月
に
最

低
で
も
月
20
ｔ
は
作
っ
て
も
ら
う
よ
う
要

請
し
て
い
る
。

（
倉
本
）
再
三
話
し
合
い
を
し
て
い
る
の

に
改
善
さ
れ
な
い
。
今
後
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

（
産
振
課
）
県
が
中
に
入
り
今
年
２
月
に

協
議
を
お
こ
な
っ
た
。
県
と
し
て
も
奄
美

大
島
の
林
業
を
担
っ
て
い
る
の
が
皛
納
開

発
、
森
林
組
合
で
あ
り
、
奄
美
大
島
の
林

業
を
衰
退
さ
せ
な
い
た
め
に
も
で
き
る
だ

け
続
け
て
も
ら
い
た
い
旨
を
伝
え
、
４
月

か
ら
契
約
を
結
ん
だ
。

（
倉
本
）
購
入
し
て
堆
肥
の
生
産
量
は
維

持
で
き
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
を
含
め
考
え

か
い
補
修
を
行
っ
て
い
る
。

（
倉
本
）
空
い
て
い
る
部
屋
に
関
し
て
定

期
的
に
検
査
な
ど
は
し
て
い
る
の
か
。

（
教
育
委
員
会
）
定
期
的
に
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
連
絡
が
き
た
と
き
に
対
応
し
て
い

る
。
補
修
に
関
し
て
も
予
算
が
伴
う
の
で

財
産
管
理
費
の
中
の
修
繕
費
等
、
予
算
を

精
査
し
な
が
ら
計
上
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
倉
本
）
チ
ッ
プ
工
場
の
現
状
は
。

（
村
長
）
小
部
連
の
旧
チ
ッ
プ
工
場
跡
地

は
奄
美
大
島
森
林
組
合
の
製
材
所
及
び
皛

（
倉
本
）
宇
検
村
内
の
教
員
住
宅
使
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
村
長
）田
検
校
区
13
戸
、久
志
校
区
６
戸
、

阿
室
校
区
８
戸
、
名
柄
校
区
10
戸
の
計
37

戸
の
う
ち
入
居
可
能
な
教
員
住
宅
は
32

戸
。
年
度
当
初
の
使
用
状
況
は
田
検
校
区

全
戸
、
久
志
校
区
全
戸
、
阿
室
校
区
７
戸
、

名
柄
校
区
５
戸
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
昨

年
の
豪
雨
災
害
で
自
宅
を
失
っ
た
方
、
民

間
で
な
か
な
か
家
を
借
り
ら
れ
な
い
方
２

名
も
入
居
し
て
い
る
。

（
倉
本
）
教
員
住
宅
を
借
り
る
際
の
内
見

時
に
匂
い
が
あ
り
、
入
居
を
見
送
っ
た
と

い
う
話
を
聞
い
た
が
定
期
的
に
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
教
育
委
員
会
）
入
居
が
決
ま
っ
た
段
階

で
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
入
れ
た
り
細 倉本　富夫  議員

る
と
大
型
粉
砕
機
購
入
も
視
野
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

（
産
振
課
）
村
と
し
て
も
バ
ー
ク
購
入
、

運
搬
、
粉
砕
機
購
入
の
初
期
投
資
、
維
持

管
理
と
い
っ
た
コ
ス
ト
を
慎
重
に
協
議
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
議
員
の
方

を
含
め
宇
検
村
大
型
機
械
運
営
協
議
会
で

も
購
入
に
関
し
て
慎
重
に
進
め
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
】

　

・
防
災
に
つ
い
て

教
員
住
宅
の
使
用
状
況
は

教
員
住
宅
の
使
用
状
況
は

／
入
居
率
は

／
入
居
率
は
8 78 7
．
５
％

．
５
％

チ
ッ
プ
工
場
の

チ
ッ
プ
工
場
の

　

使
用
状
況
及
び
今
後
の
対
応
は

　

使
用
状
況
及
び
今
後
の
対
応
は

ｸﾗﾓﾄ ﾄﾐｵ

【写真】名柄校区の教員住宅

【写真】バークのストックヤード
　　　 　　　（湯湾干拓地）
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（
川
上
）
停
電
が
長
期
化
す
る
場
合
、
健

康
被
害
（
熱
中
症
対
策
等
）
を
考
慮
し
た

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
、
令
和
４
年
度

に
一
年
か
け
て
協
議
し
た
村
民
総
意
の
計

画
で
あ
り
、
理
解
を
頂
い
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

（
川
上
）
令
和
６
年
３
月
の
定
例
会
以
前

の
村
長
の
施
政
方
針
で
は
、
枝
手
久
島
へ

の
植
栽
と
移
植
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
令
和
５
年
９
月
の
産
学
官
連

携
協
定
を
結
ん
だ
際
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

に
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
林
す
る
枝
手

久
島
と
出
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
こ
そ
が
住

民
軽
視
、
議
会
軽
視
だ
と
思
う
が
。

（
村
長
）
令
和
６
年
３
月
の
施
政
方
針
の

以
前
に
も
し
っ
か
り
説
明
し
て
い
る
。
そ

の
間
、
枝
手
久
島
の
調
査
な
ど
進
め
て
い

る
段
階
で
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

（
川
上
）
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
い
っ

た
ん
立
ち
止
ま
り
、
見
直
し
を
図
る
こ
と

も
含
め
て
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
と
意
向

調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。　

（
村
長
）
宇
検
村
総
合
振
興
計
画
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
環
境
創
出
の
理
念

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
趣
旨
や
内

容
を
村
民
と
共
有
し
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
。

（
川
上
）
宇
検
村
が
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
枝
手
久
島
へ
の
メ
ヒ
ル
ギ
植
栽
事
業

の
全
体
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
令
和
５
年
度
か
ら
５
ヶ
年
計
画

で
１
万
５
０
０
０
本
の
メ
ヒ
ル
ギ
を
植
栽

し
、Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
の
０
．
０
５
千
ｔ
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
吸
収
量
０
．
０
６
千

ｔ
を
目
指
す
。

（
川
上
）
枝
手
久
島
へ
の
メ
ヒ
ル
ギ
植
栽

事
業
に
つ
い
て
、
地
権
者
や
漁
業
関
係
者

含
め
た
村
民
に
対
し
、
十
分
な
説
明
と
理

解
が
得
ら
れ
て
い
る
か
。

（
村
長
）
植
栽
を
行
っ
て
い
る
土
地
は
個

人
所
有
の
土
地
で
あ
り
快
諾
い
た
だ
い
て

い
る
。
メ
ヒ
ル
ギ
植
栽
事
業
は
、
第
６
次

宇
検
村
総
合
振
興
計
画
の
３
つ
の
重
点
プ 川上　真理  議員

避
難
所
開
設
の
検
討
を
行
う
べ
き
と
思
う

が
。

（
村
長
）
発
電
機
の
あ
る
公
民
館
を
利
用

す
る
こ
と
で
夜
間
の
不
安
、
携
帯
電
話
等

の
電
力
供
給
、
暑
さ
を
し
の
ぐ
場
と
な
る

こ
と
が
必
要
。

（
川
上
）
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
各
集
落
の
避
難
所
に
、
蓄

電
を
備
え
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。
そ
れ
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
の
地
産
地
消
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
は
。

（
企
観
課
）
新
し
い
施
設
を
建
設
す
る
際

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
の

建
物
づ
く
り
は
必
須
。
そ
れ
ら
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

（
川
上
）
各
集
落
で
40
年
以
上
経
過
し
て

い
る
公
民
館
が
５
施
設
あ
る
。
防
災
会
館

へ
の
建
て
替
え
、
改
修
等
の
中
・
長
期
的

な
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
令
和
８
年
度
か
ら
須
古
集
落
。

そ
れ
以
降
、
劣
化
度
診
断
を
も
と
に
順
次

建
て
替
え
を
し
て
い
く
。

地
域
防
災

地
域
防
災

枝
手
久
島
へ
の
メ
ヒ
ル
ギ

枝
手
久
島
へ
の
メ
ヒ
ル
ギ

　
　
　
　

植
栽
事
業
は
見
直
し
を

植
栽
事
業
は
見
直
し
を

／
村
民
と
共
有
し
な
が
ら
推
進

／
村
民
と
共
有
し
な
が
ら
推
進ｶﾜｶﾐ ﾏﾘ

【写真】枝手久島・イヒャドリ【写真】イヒャドリに植栽された
　　　  メヒルギ
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（
肥
後
）
廃
屋
か
ら
の
飛
来
等
被
害
の
報

告
は
無
か
っ
た
か
。
ま
た
、
崩
壊
寸
前
の

廃
屋
対
策
は
出
来
な
い
か
。

（
企
観
課
）
今
回
飛
来
等
の
被
害
は
無
い
。

廃
屋
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
も
相
談
は

あ
り
、
今
後
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
検
討
を
し
て
い
る
段
階
に
な
っ
て

い
る
。

（
肥
後
）
堆
肥
の
原
料
補
足
材
と
し
て
も

使
え
る
粉
砕
機
の
購
入
は
検
討
出
来
な
い

か
。

（
村
長
）
大
型
機
械
運
営
協
議
会
に
て
協

（
総
務
課
）
環
境
省
と
は
様
々
な
や
り
と

り
を
行
っ
て
い
る
。
い
ま
は
、
環
境
省
の

回
答
待
ち
の
状
況
で
あ
り
、
完
成
は
難
し

い
。

（
肥
後
）
13
号
、
14
号
の
被
害
状
況
は
。

（
村
長
）
13
号
の
被
害
は
、
住
家
12
戸
、

非
住
家
４
戸
あ
り
。
農
作
物
で
は
、
収
穫

に
影
響
す
る
被
害
は
無
い
。
ま
た
、
14
号

で
の
被
害
は
無
し
。

（
肥
後
）
台
風
時
の
避
難
場
所
へ
の
情
報

提
供
は
ど
の
様
に
行
っ
て
い
る
か
。

（
村
長
）
防
災
無
線
に
お
い
て
、
２
日
前

か
ら
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け
た
。

（
肥
後
）
避
難
を
し
て
い
る
方
々
へ
の
情

報
提
供
は
、
防
災
無
線
だ
け
で
な
く
、
テ

レ
ビ
等
も
必
要
で
は
な
い
か
。

（
総
務
課
）
各
集
落
に
テ
レ
ビ
は
あ
る
と

思
う
が
、
区
長
会
を
通
じ
て
状
況
の
確
認

を
行
い
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
発
電
施
設

に
対
し
て
も
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

（
肥
後
）
停
電
の
大
ま
か
な
復
旧
の
判
断

の
情
報
は
聞
け
な
い
の
か
。

（
総
務
課
）
逐
次
、
九
電
か
ら
情
報
提
供

を
も
ら
い
対
応
し
て
行
き
た
い
。

（
肥
後
）
赤
土
山
の
送
受
信
施
設
は
、
２

月
末
完
成
と
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
２
月
に

完
成
す
る
の
か
。

（
村
長
）
候
補
地
が
決
定
し
て
い
な
い
の

で
完
成
時
期
は
、
ず
れ
込
む
予
定
。

（
肥
後
）
契
約
は
締
結
し
て
い
る
と
あ
る

が
、
ど
の
様
な
内
容
の
契
約
か
。

（
総
務
課
）
候
補
地
の
選
定
場
所
に
お
い

て
、
環
境
省
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

場
所
の
変
更
が
あ
れ
ば
、
変
更
契
約
を
行

い
た
い
。

（
肥
後
）
契
約
金
額
は
。

（
総
務
課
）
１
億
１
７
０
０
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。（
総
事
業
費
）

（
肥
後
）
環
境
省
と
の
協
議
は
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
年
度
中

に
完
成
は
す
る
の
か
。

肥後　充浩  議員

議
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
肥
後
）
来
年
度
か
ら
生
勝
の
パ
ッ
シ
ョ

ン
苗
組
合
が
生
産
し
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
。

（
産
振
課
）
生
勝
生
産
組
合
の
方
が
継
続

し
て
生
産
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

（
肥
後
）
看
護
師
、
保
健
師
、
救
急
隊
員

な
ど
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
は
出
来

な
い
の
か
。

（
保
福
課
）
現
段
階
で
は
助
成
は
検
討
し

て
い
な
い
。

（
肥
後
）
患
者
に
一
番
接
す
る
方
々
に
は
、

来
年
度
で
も
予
算
措
置
が
出
来
な
い
か
。

（
保
福
課
）
今
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
。

【
そ
の
他
】

　
・
今
年
度
の
工
事
予
算
の
発
注
状
況
は
。

防
災
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

携
帯
電
話
送
受
信
施
設
は

携
帯
電
話
送
受
信
施
設
は

／／
完
成
時
期
は
、
ず
れ
込
む
予
定

完
成
時
期
は
、
ず
れ
込
む
予
定

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

ﾋｺﾞ ﾐﾂﾋﾛ

【写真】台風13号により被災した家屋
　　　　　　　（佐念集落）
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を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
海
原
）
集
落
内
の
村
道
に
お
け
る
側
溝

の
ふ
た
の
破
損
に
よ
る
騒
音
に
つ
い
て
。

（
村
長
）
村
内
全
集
落
で
、
車
両
が
側
溝

の
ふ
た
の
上
を
走
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
構
造

上
問
題
は
無
い
。
し
か
し
、
異
常
な
騒
音

や
危
険
個
所
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

取
り
替
え
や
補
修
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の

で
、
担
当
課
へ
の
報
告
、
相
談
を
お
願
い

し
た
い
。

（
海
原
）
村
内
の
空
家
廃
屋
対
策
に
つ
い

て
取
り
組
み
は
。

（
村
長
）
令
和
３
年
２
月
に
各
集
落
の
空

家
所
有
者
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ

の
結
果
を
も
と
に
、
同
年
10
月
に
「
宇
検

村
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
制
定
し
、
利
活
用
可
能
と
判
断
さ

れ
る
空
家
に
お
い
て
は
、「
定
住
促
進
空

き
家
活
用
事
業
」
に
よ
る
回
収
を
進
め
て

お
り
、
昨
年
度
、
事
業
を
活
用
し
改
修
し

た
物
件
は
３
件
。
解
体
撤
去
補
助
を
活
用

し
た
物
件
は
３
件
で
あ
り
、
当
初
の
計
画

通
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
の
事
業
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
や
、
問
題
も
あ
る
の
で
、
今
後
も
さ
ら

な
る
施
策
を
検
討
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
海
原
）
当
初
の
計
画
で
は
現
状
に
廃
屋

の
解
体
に
は
追
い
つ
か
な
い
の
で
は
。

（
企
観
課
）
現
在
、
各
自
治
体
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
物
件
に
問
題
を
抱
え
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
り
、そ
の
案
件
に
つ
い
て
、

国
・
県
等
を
通
じ
様
々
な
施
策
を
検
討
し

な
が
ら
、
村
と
し
て
で
き
る
範
囲
の
施
策

５
カ
所
の
う
ち
完
了
１
ヶ
所
。
未
完
了
箇

所
に
つ
い
て
も
、
年
度
内
に
完
了
予
定
。

（
海
原
）
村
道
湯
湾
大
棚
線
、
宇
検
船
越

線
の
調
査
結
果
は
。

（
村
長
）
地
滑
り
観
測
調
査
を
実
施
し
て

き
た
が
、
学
識
者
等
と
の
協
議
の
結
果
、

地
滑
り
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
現
在
、
国

土
交
通
省
と
復
旧
工
法
の
事
前
協
議
を
し

て
い
る
段
階
。
復
旧
工
事
費
が
決
定
し
た

段
階
で
、
災
害
査
定
を
受
検
す
る
予
定
。

（
海
原
）
台
風
10
号
、
13
号
、
14
号
に
お

け
る
、
村
内
の
被
災
状
況
及
び
そ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
台
風
10
号
に
お
け
る
被
害
状
況

は
、
一
部
破
損
5
戸
。
台
風
13
号
に
お
け

る
被
害
状
況
は
、
半
壊
1
戸
、
一
部
損
壊

15
戸
。
農
作
物
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
収

量
に
大
き
く
影
響
す
る
被
害
は
な
い
。
道

路
等
に
つ
い
て
は
、
が
け
崩
れ
が
２
件
発

生
し
た
が
、
現
在
は
通
行
可
能
。

（
海
原
）
昨
年
度
の
災
害
復
旧
工
事
の
進

捗
は
。

（
村
長
）
令
和
５
年
度
に
被
災
し
、
災
害

復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
る
箇
所
は
、
県
管

理
分
、道
路
９
カ
所
の
う
ち
完
了
３
ヶ
所
、

河
川
４
ヶ
所
は
現
在
工
事
中
。村
管
理
分
、

道
路
10
カ
所
の
う
ち
完
了
２
ヶ
所
、
河
川 海原　隆家  議員

空
家
対
策
に
つ
い
て

空
家
対
策
に
つ
い
て

田
検
集
落
内
の
村
道
の

田
検
集
落
内
の
村
道
の

　
　
　

側
溝
の
ふ
た
に
つ
い
て

　
　
　

側
溝
の
ふ
た
に
つ
い
て

昨
年
度
の
災
害
復
旧
工
事
の

昨
年
度
の
災
害
復
旧
工
事
の

　
　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は

　
　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は

／
年
度
内
に
完
了

／
年
度
内
に
完
了

ｳﾅﾊﾞﾗ ﾀｶﾔ

【写真】田検集落内の村道の側溝のふた

【写真】令和５年度に被災し災害復旧工事を行った
　　　  村道先当間線（芦検地内）
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令和５年度令和５年度

決 算決 算

10 月 3 日 （木） ～ 4 日 （金） の 2 日間にわたり、 令和５年度宇検村一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の状10 月 3 日 （木） ～ 4 日 （金） の 2 日間にわたり、 令和５年度宇検村一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の状

況について、 決算審査特別委員会が開かれました。況について、 決算審査特別委員会が開かれました。

令和 5 年度  一般会計 決算額令和 5 年度  一般会計 決算額
歳入　３，９３７，４４１千円 歳出　３，３９７，６３４千円

前年度比　５．７％増 前年度比　４．４％減

主な歳入 主な歳出

地 方 交 付 税 ２，０４８，１０４

国 庫 支 出 金 ５４９，００２

繰 入 金 ３２７，６９４

村 債 ３０２，６６７

繰 越 金 １７１，９２７

県 支 出 金 ２０９，１６８

村 税 １３８，１９３

そ の 他 合 計 １９０，６８６

歳 入 合 計 ３，９３７，４４１

総 務 費 ６８０，３２４

公 債 費 ４７９，６６４

民 生 費 ４６５，０１５

土 木 費 ４２１，２４４

農林水産業費 ３７３，７２６

教 育 費 ２７９，１５３

衛 生 費 ２４３，３５８

そ の 他 合 計 ４５５，１５０

歳 出 合 計 ３，３９７，６３４

（単位：千円） （単位：千円）

決算審査特別委員会決算審査特別委員会
～  主 な 意 見 ・ 質 疑  ～～  主 な 意 見 ・ 質 疑  ～

・村税、各種使用料の滞納対策について、ほかの課と連携して情報を共有し、一般会計、各特別会計

  においても、全庁で徴収対策に取り組んでもらいたい。

・鳥獣被害については、イノシシ被害のみならず、カラス・ネズミ被害対策にも力を入れてもらいたい。

・時代に応じた、単身者専用の住宅の建築はできないか。

・県道、村道等へのカーブミラーの設置を望む。

・各種検診、人間ドックへの助成制度等の周知を徹底してほしい。

・特定健診及び結果報告会を集落単位での開催を望む。

・会計年度任用職員の雇用人数は妥当か。

・公用車の保有台数は妥当か。効率的な活用方法はないのか。

・使用料請求については、チェック体制を強化し、適正な事務処理を望む。

・集落排水事業において、宇検中央処理場と田検処理場統合の早期実現を望む。

・制度改正に伴う条例の改正を迅速に行ってもらいたい。

認定



　　　　　【 人 事 】
　　　　・宇検村監査委員会委員の選任について
　　　　　 倉本　富夫　　氏　（ 名柄 ）　　 同意

うけん村議会だより No.17411

可決された可決された

案 件案 件

・ 一般会計補正予算
・ 国保事業特別会計補正予算
・ 国保施設事業特別会計補正予算
・ 介護保険事業特別会計補正予算
・ 後期高齢者医療事業特別会計補正予算
・ 簡易水道事業会計補正予算
・ 集落排水事業会計補正予算

第 1 回　臨時会
（  ９ 月 1 7 日  ）

第 ３ 回 　 定 例 会
（ 10 月 1 日 ～ 10 月 9 日 ）

【 補 正 】

【 条 例 】
・ 宇検村国民健康保険条例の一部を改正する条例について
・ 宇検村ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について
・ 宇検村堆肥センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

【 その他 】
・ 工事請負について

現現 地地 調 査調 査
須古集落、名柄集落の河川土砂の現状確認へ。全国的に猛烈な雨に見舞われる
近年。須古集落河川では壁面側の陥没、名柄集落では水深が浅く川幅が狭い河

川が多いため、土砂が溜りやすい現状となっています。1010 月月 88 日（火）日（火）

▲須古集落 河川▼ ▲名柄集落 河川▼



いつも議会だよりを読んでくださり、ありがとうございます。
改選に伴い、今号の発行時期が遅れました。ご理解のほどよろしくお願
いします。

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】　　

　
　

委
員
長　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

【
発
行
責
任
者
】　　

　
　

議　
　

長　
　
　
　

喜
島　

孝
行

委　
　

員　
　
　
　

川
上 

真
理

委　
　

員　
　
　
　

倉
本　

富
夫

　
「
冬
野
菜
が
大
き
く
な
ら
な
い
。」「
ま
た
虫

に
や
ら
れ
た
。」

師
走
を
前
に
毎
日
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
会
話
で

す
。

　

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
る
気
温
の
上
昇
な
ど

で
、
野
菜
の
生
育
不
良
や
品
質
低
下
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
家
庭
菜
園
で
も
そ
れ

を
実
感
す
る
日
々
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、
台
風
は
強

大
化
し
、
集
中
豪
雨
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
目

の
前
に
迫
る
危
機
に
対
し
、
自
分
事
と
し
て
捉

え
、
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
CO
２
の
排
出
量
を

減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
宇
検
村
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
未
来
が
、

ど
う
い
う
姿
で
あ
る
べ
き
か
、
村
民
全
体
で
考

え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

                       

川
上　

真
理

編

集

後

記

■発行／宇検村議会　Tel:0997-67-2211
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関東宇検村会関東宇検村会 100100 周年記念 総会周年記念 総会

2024 年宇検村は鹿児島県内唯一、「自立持続可能性自治体」として話題
にあがりました。その件もあり、10 月に南大隅町議会教育産業常任委員
会の皆様が所管事務調査先として宇検村へ来村。村教育委員会が山村留
学や活性化委員会の現状を説明しました。

11 月 10 日（日）関東宇検村会 100 周年を
記念した総会が東京都品川区「きゅりあん」にて
開催され、宇検村議会議員全員で出席いたしました。

来 村来 村 ～　南大隅町議会　教育産業常任委員会　ご一行様　～

先人たちの想い繋ぎ　100 年の笑顔　東京で咲く


